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は じ め に

この小冊子は､L那 H56的 虹か 火hll J束JJミ J】'' Jしている｢ A範転統 l芸LLl'

[･染抜く J) 壬にJ 加 )申出軒を( 兜対策柴純一a脱1二 l)､桁起された伝統 L芸J

収録 したものであ ります(､

この内貿手 i .■に靴わる人達0J木的な矧Eについては､附)/上芸!i, )LL 稚､技

術をまとめた も0)で/j)り､-ELllなtFjばか りです｡_ r ･ rrll


文献等につきましては､1F'ii!
L/仲 山鵜までに判明した資料を収録 して

あ 7)ま TD

さらに､伝統 し芸rr1 き/r 繁とLr ) i.',,統 く.Jll LU伝統 マークHhFJのための

｢~ Sll要 ) . Tで‥ 石川い[l' :較無税耐 j･t式し〔 ㍗TC) :Iきたいと程H l法

り 〇



1指定年月日 旧知58年3月 10日 

2･工 芸 品 名 ｢rH=i族｣ 

3 用 途

)滞:i
)用寸T花谷L吋f
(婚赦すr見得uI//
間仕切
一文はハか状

糾掛目【す T:

蘇柑'ff狐E=t､JJ､､
現
･､

IriiiiiAL

柳Ll'れI:
Jへ ft, づ lノ

fjlL 茶嬬I寸7これ.一役苫用 ㌻たれ､ 

, i 

)魁r とL 

益T外 Ig 

Y:,
信

､I

､t

'･■.

E絹】

6車 セ 

･ 

iLT(日収し､E日射 川1)-

lilJ,
セ ttzl

抜さすTこTL､滋飾川 TTこれ､包装梢すrこE
IFi･
か､のり準イ

川 √Tこれ､伊遜巻鳴声l用 
l /
 ､.

IFすT:か､乾H
｢ 

tn(t 'J l ( 

4裂遁工程 (代表的な工程)

｣室]｣幸

-.

司
叫救,T/JL
鰍r

JH､･: 

'=

I'

･･HH

すTれ 

I 4i 

1
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(ji) 1 工掛 i.原材料か らの作脚 LHGl /L rl判の布野 f.5.二 t FこE人し､策},､工村有はJJLi ､∫L｢'を記^するb 

5 zLT 統l.技術史は技,r jTy､性用-Lる詰､T 棚削こT1 )ことQti付け る仁､ rJ lu は様式5の蘇fl ? LJJl rl人U 
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5. 製造技術又は技法

技術又は技法の技 術 又 は技 法 の 名 称
確立 された_年代 

!【 川.f IiJJ '代lllU
竹 判 り

(日 川 勺代) 

l

具 体 的 な 内 容

), るので はl竹 は､木材 のよ うにのしきIでtJ) i-く 

iEに合 わ せて 削 って如か く.又､へいで うす く

す るの で､附や付 きを-&'にす るのには食い凝

蘇 /Lt<する,カゴを編む ヒコとらがい､ ウラ､･PL .

モ iLの緬 や裁 きが 定 し/rrい と､す fこれ材の紫

用途に応 じて竹 の藻 を三角にりす -'I二r)､か ま

はこ1位に した I)､ 又､そ らな い よ うf.1肌 1)に

す る等特殊 /J判りJJもあ り､碗 IB:/rr技術 fJ変 す

る｡

すfILl.は､材料が-本な らびに編 まれ るので 太

さが ､F均 して/ 】T戊 さが らかっrくる｡Jい と左jc)

ペ然諺…材は､ ウう､ モ トかあ,)ので､ウう,巾､ 

1-卜の太 さがiF'均す る桜 に状別 し/lけれ は､美

しいす f=Jれは′1ま れ/よい ｡

J : 1いす f熱紋 をiIす ,i, 材料 をお しが るとIL :Jれ は

く′きない｡

諺二村0)稚拙 にJ I)､a,硬さ､ もろさ､やわ ･フか き

といJ)い ろあ rl､又､ よ しな とは､ r-Jや け剤;分

とjM)かぶ っT部 分 とで自然の柄 (頼怯) 与的i =

fLi. j､秋別 には艮 の程厳 や､かLLす こと もあ p 斗こ

/lによ る稀F:J技術 を, ｡J Qf 4す る

ノ､ 太 くu-然森村 を編 むため Jがあるので､

つ め Lrrl=め/こ()､ ウ7､ モ トをず らした Ijして 

!･IJ均等に Ii.る桜 に､又､ね じ117こh､ ゆるん 

r二りし ' は､多勺r,)粁範 が必 I59
Jいよ うに晦 日に

ふ

C T

､ I :..

すTIれ fP､' l､ こE JL [らにふみ､又 ､H tが りLl )､ f 

い こ tJJにT l)､つつみJリにrILJい ように3 fつf t LJ/

又､糸 をとはLtI あ u･ r 'Lあ.LLい よ う に f ことがLtlllp


り､約 /p J llす る｡
位 HuiをL

判 7Lカに'は､ コマか え し､松購あん､ i,じ rlふ

ん､hLみあみ､分けあふやが あるO 5r穀参3妄I (1F亡 1り 

(1 技約人は技如 〕 r jFL 11新 し,人 J7) 1 恥 されf l u,LL .L ろ

【■柑 J､q不 は 技称えは技( ､ 仰 m ‡ = ､ ' TLfl i相打 LJJ) 1人 Tる｡t IF )しif fて 汚EJJ爺t J 'がFE とI ノ に L 
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別紙 湘みの技術 

(1 (
) 一本編み 普通編み)
 

(21 二本編み (松葉編み)

桐み糸を一本おきに的むo材料はこ本 村に刑ひところから二本射みといい,早 く約めるD庁uがあか

ないのでたわ ら､t]比等 とFqじ恥み/｡ にかぎ c, ,l5.Iミ L ) 11 しこJJlろi松韓を損ねた様に見えるのでHuL%Eみともい

うO 

( もじり編みD

鮒み糸を一本つつ多くからげ rri1U , H ( i;i,ZU -i >fのr1 EtLるO 軽やl｣ I ,,: ' / t 韓によく/j)あく掛 〔恥は､ L̀ )(州, l . ､


かに見えるTF日清 /こ舶み方o
 

Ci)組編み (分け繍み)

有にみ糸を一一本ずつ組みfわせて配】こ JJ . いiHl乱卜/I/り / t /L JJともいい; T どし､ fJl､ I ≧''[ ｡､それH､Ijり恥


すだれがゆがまず納満 て見え)那(.. J削ん/､
Eもめ > )つ 

(5r蛇腹編み

矧 こ｢叢.l =れに用い､ √ r】i】 . ′/)リ~'LjにするO,)り替寸lれ､ けい., U吐,)LすT' l/t 仁二≠こh'､ 1iI､ i I ∫すたれ､r 注､ 

@ 亀甲編み

糸目が､弛坤ら･打に六角の形Iなる様な的 み′ iに糾 上ji i)た : ト すSW(,,

丘. こまがえし (竹すだれの場合のみ) 

{盲lい｣ Lや袈炎の1･･い様に､又､, t / 本わきにJui･炎E ムいすだ汀 ミ Cらない掛 ことい うL丈の特に ､ ｢]ヒコを ;


炎とい う俵に 酌むやりFJo
 

-ll-



(や 横様額み 

1/Jの節を利用 して､ひょうたん形や丸のたれ､,均のたれ等の形を機桜に上しけ 削みF Jo 

(糸のかけf J)


イ ミス観 み


二本づつ､ _本づつと的み兼をよせて配i T '
二 E卜するO座敷すた れ､蜘翠節等O


ロ マノべ


和み糸を､均等F IL榊にかけるO -.i寸だ1 .
Jl Jy 1, 



6 使用されている原材料 

(l)1 L帥】きllL. /l ft は【l酢 ,盲 l t めTE J‡ 入 り) 

3 sj im は lJ! (.. ､L,z{レ鶴/, ,F別 がし 'l 7る必J t J人 る｡ル ていか- ､ I Jĵ 3- J -llLL - 榊 ) 円､ ま E ,) r ､T ろ(用~ ltう, u

-6
 



7, 産地の概′兄 

2 ( 2) 】 7 し 7)

千 代 r:11 捉 2 ( 2) ∃ 6く 6) 

≡!; 3 ( 3) 6 ( 6) 

1 ( 1) 1 ( 1) 

2 1 ( 1) 2 ( 2) 

2 ( 1) 2 ( 1)

北 区 1 ( 1) 1 ( 1) 

1 ( 1) 2 ( 2) 

h 火 L式 :日 2) 書 4 ( t̀)

日 ∴ ～ ( 1) 】 5 ( 2)

拷

iX 
】 

1 ( l) 

I ; ド

2 0 (1'/)

3 ( 3) 

ユ ( 1)

川 (36) 

t O合i L J(En ･lL lFt㌔ 1にl糊Trさとし､Jノ＼ ｢ ′さ｡

(塩｣3ヶ年) 

l

ー7-



8. 申出の理由

生 

革 車 名 

(l)後継 者 cT)価 保 荷 成研 鯵

内 容

伝 統 工 芸 品 と して03肺 lvtLの 認 li:a

を広 め､ 卦 ′リ､々 に もア ヒ ー ル

す る 牒 /J'A rL,tl】をLHj托 して､後秘

省 の確 保 につ とめ る ｡

又､各f!lt研勝 手ミを Li子3き､ LL､雛 13,, 

: iJ/･:卜 _1.い 二

実 施 期 間

糊 付 5 8 fFl渡

､ 

FILrl柵 r) 2年 IS 

Jt' 定 き れ ろ

炎 熱 謹l菜 の概 ErJ 

12､-Lir栴 技 ′,Ia)鮮 一lHu(Eg 

r今日), tE,. lE TL(1 

∴ 

(-))ど Vl lL～ 

1 fl'討 て､UつLLい い rJu tll

･･ L ･･r1 1_/l

ぎ 

Flて封t等IiT=】HEJIWf 

O ,'iEの た め G)ス ケ

ソ ール等 U)‖rlhr 

/1店 のLFlに ffく ,まれ 〔き/二Jt.

の知 硯しか りJfまれ /JFJ､軌技 をFJ を 

I.Tlh､ , .‥ :■L..い :'･･■J I.･L:
和枝 73の/LuJtjJle Lた り､ きLU)技

抗 /交換 ,:I,する〕

～ '】い 人 々に () /AL,L71L,7)坤 〔.lEk用 し

て も Lブラ物 を ′l主は 】し､ // y トリ

ヒノ ゲ ン l-や ll'GE突】迎 与fl菜 に 

lu参 J]lEL;rr｡贋 的 fLl]-<]ろく

輯!,C,L捕 )転 統 [註TL..】,:i注､ Lil,I"7,･実 

~･l!_ 

(lJ Jの 折 柄 ､ !U､fJC的 H L'爪 U) 

⊥Lき IrL'PLL､ 丈 ((P ElTJf/ 冒

ら (妄†(故 や E†汀 C)ノJut∧八) 糾 ')

㌔ ･lL 

I-h実的 r る

ノ(然式 I I / n L､r r4㌧- Fr,h 

: ∴ 
'fJ災 ＼〕そ L,)他 】fLii!刊 ,Jに ′Z 

J .LH l .べ :LL:

＼

糊 付 b 2韓 ,Ta 

＼

rlrJi和 6 2 4F

▲ 一･←･･1

＼ 

T,I-｣称 6 L)こ 牧

(･1 5 8芸T

＼ 

r｣柑 t) 2句

Ll日 東､i､L l爽H,.ì｣本状′〔し､ 批 t:i出目 こ解 ,長川 ,lo 

l kliL,EEj/1u か ノ, 

-8-

ll堅

牡【



9. その他参考となる事項 

F1 5rl, LU) ､'.1 _ 【E

した ( に L3',3

去､群ゝJJYに '対し

て u)p2 ,川 ､))】Hj] l笥 

l' ′l/rj(,'EJL

r , U)tとJ茂

Cl57i 6月 ､Fに つい 〔の干合 せJ1 L 仁瑳 ｣ ' 

'ノ 57 8T l消 軌th2 年 l tr ,ll

=J57l 月 伝 [父系てふるFI EF羊 lr ti'3 'Fi1 L日 tぷu,.にE Jfr

LL)8L 33 DFIL離 L芸L'左 z ーiLjI 'F ､J 荊2rLlt､ lllJにH.】 tl

C)581 4月 l､ttf7F時儲 偵 mJ､5 t tr,rrtJ三 L/

､L158上巨 )｣ ,, (i /

そ の 他 参 F,と な 

lI･FvTf'O)Ftリ_について u､iJu凱/Jか燕の挺出を参"T'1,,

. - ヽ こ､ ･∴ 

ー 9-



江戸簾の歴史と沿革 

1. 御簾は平安の昔から 

(1) 熊は､J室内の しきr)やFIよけな とにrLlくか ら他川 されてきたo

' (794 92 ` I 日 枕草子.の中に も､次の ような妃概ユF安時代 -11 )のゆりl､T事r/蛸 1紺 こよってかかれた r B


がみ られ､宮廷lf楢の｢トに沸 (この域fTL上仰腕)が恥 ナこんでいることがわかるO
 

⑳｢望' 'Iく輝 ( ころを､例な ら･ 格rま ゐ ら せて､戊雌に火おこして､物言LTなどしてあ,のいと庁) 川11 i. )f

研1廉を拓く上けたれは､災;√hH=流かo (綾織) ｣ 

(以上 喜'枕串了.∃第 278段か ら) 

(2 f11 qli史化州に11ンノ1れている熊が神奈川県のおf) また､錐llE.代の熊 でJlZF ･i jに保存 されている｡
 

r211 - 神Z引llFt 体 f. fE c 繊90Cl 銀
旅-蝦 r L, /+a i787m n 鈴叫代の作 ｣ 

(f:l,F 川 は 文で肘26 .L L州 印 瑚 淵ul7l即日り ヒ _芸,. 古附 き か ら) 

2. )工戸でも 300年の歴史

軌Jrの宕入 もいたoj 攻

lr こおいて も､掛 目 ' )TJ柳川､ )i の繁栄につ′し ご ､-教程炊､= 家IRU r 1(il)Off)以来､HF･ 1て､HI鳩吃止L

抑杜仏鵜あるいはF)拘家へ と野紬;F.llい られィ:一三うになってきたo 

ITF Ti L i Eされた､ 1 )′_jIJ代納掛の J禄親 (1688--i7日′)に付ついて発 fJ ,人倫訓柴田蝕 (690


ri一惣鹿 ff1音 rF ノ 7A 己 (1692) 3/- 土収
F･ .9大令 (1690) き 紬ミバ1//淵月日 iとには､ ｢木工. み寸や

i簡北一lil みすや的/f lJというt11購鮒 こことが記 されてお f徳fj､方' 一 - l抑▲ l] (揺)がい,' )､当確既に脈中

門のh論人がいたことがわかる｡r

L- l t川, 1 技.当時の猿づ くりの絵を.-t･Lと､肺を転lJ､li 恥みカ が､今 日のそれと変わ らず､三三特の技的 p上､

及び逝典が/T=- f継頒 されて きr 3ことも､ 参托くり- まで保 f Lい , 上くわからっ し資料 1


t2 ,､ LLに榊｣ 1うに映 っていたか.,_ i潜 があるO 〔資料 2 日
j i)に､外掴人のiく 熊が どの - 'rついて興味深いr[ 参朔

ド[ソ人liJ物学 朽一ノケルベ), - JノタT: lf ) ｣として7Jト＼ l LE i Tノベルか ↑= W:転0 主 参附 し､榔 Fにjlt ト t L 紙i r

礼したときの横様を一丁 /i己述があるO脚熊こしにみる将 EE文 典や､ま[ 大奥女坤たら′i己した巾に鮒添C). L ∴ )

▲､‥ 



オラノタ人たちをのぞきみる退只に郷熊が/挫' 年3月 29I!っていることなどがかかれていて､ i691
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C y W : の 天 人 や ' そ の た め に 川 か れ て
連

丁 .〜 ) ]t
焔

.
見 え る 所 に 坐 っ て い た ｡

Y J t

ヒ ･ へ / が 敬
 

n j を 試 し て 引 下 が り ､ 朽
 

1-

' す ぐ に わ れ わ れ

' カ ビ タ ソ と 推 れ 立

lLに 入 り へ そ こ で 〓
 

分 絹 ど れ も が 一 五
 

3 の 広 さ で ､ 中 に い る 人 の 代 脈 に よ っE一 た 虹
 

T_
芸 , 鞍 山 っ て- E I: : に 宗 門 さ

か 人 か の 止 と ま る

て ､
 

7 万 の 部 屋 は 他 方 よ り
 

l i < の = け さ だ け
 

1 3n
 

っ て い た ｡ い ま 述 べ た 中 火 の 怖 絹 は ､持 -T i = 言 ノ L . I L :, 〃 れ た ｡ 鵬

, , こ C . 指
 

Li : ｢ ' ま た は 娼 お よ び 桝 役 た 相 加 り に な っ て い て t E j は 放 い て い な か っ た O 従

ゃ る 坊 主 の こ と を
 

[ ,こ り 〕 ) が ' っ て
 

; = . 代 く ､ わ れ わ れ は そ こ に 坐 っ て い る よ う に

っ た ｡ わ れ わ れ の 前 方 ､ 丑 で 四 枚 ば か り 離 れ た ､ 同

-

わ ∴
 

C h の 所 か ら そ ん な
 

L J 群 れ て い な

挙 〈 ∵ 賢 二 に は t T t . … 叫 が 夫 人 と 六 に 坐 っ て じ ょ ぅ に 在 廉 の 後 ろ に は ' I将 節
 

族 の 姫 た ち

ご ノ 芸 等
 

γ し は か ｡ 鈍 っ て い た 蟻 や 本 に は 公 子 と あ る が ､ そ れ は 明 ら か に 誤 り で あ る )

や ' そ の 他 大 奥 の 女 性 た ち
 

‥ か 招 か れ て 喋 っ て い L J O

こ の 御 旗 の 合 せ 目 や す き 川 に は 紙 を 痛 し 込 ん で あ り ､

茶 々 と の ぞ け る よ う に '

て き ノ 享
三

 

'あ
i lr -

年

Jき 川 か ら
 

私 は そ の 天 人 の 良

t
 

pる が
 

n I
 

サ バ 人 の よ う な
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